
青
島
町
に
本
店
を

置
く
富
士
信
用
金
庫

で
は
、
市
内
外
の
二

十
三
店
舗
に
お
い
て
、

毎
朝
店
舗
周
辺
の
清

掃
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
富
士
川
河
川
敷

な
ど
の
清
掃
活
動
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

本
店
長
の
遠
藤
芳

幸
さ
ん
（
浅
間
上
町
）

は
、「
何
か
地
元
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
店
舗
周
辺
の
清
掃
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
清
掃
を
通
し
て
、
近
所
の
方
や
、

通
勤
・
通
学
途
中
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

以
前
か
ら
当
金
庫
の
野
球
部
な
ど
が
富
士
市

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
十
二
年
か
ら
、
職
員
組
合
が
主

体
と
な
り
、
年
一
回
の
本
格
的
な
清
掃
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
清
掃
活
動
を
通
し
て
地
元

へ
の
奉
仕
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

＜6月の重点項目＞

「富士山のように　美しく　自然を愛し　きれいな環境をつくります」
6月は環境月間です。雄大な富士山ろくのかけがえのない自然環境を守り、
緑豊かで清潔な住みよいまちづくりを進めましょう。

地
域
環
境
の
美
化
・
緑
化
に
携
わ
り
、「
富
士
市
民
憲
章

実
践
者
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
二
団
体
を
取
材
し
ま
し
た
。

富
士
市
花
の
会
は
、

昭
和
四
十
二
年
に
発

足
。
以
来
、
花
づ
く

り
を
通
し
て
、
緑
と

花
の
あ
る
、
明
る
く

平
和
で
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
と
し
は

国
体
開
催
の
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
会
の

皆
さ
ん
は
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
や
飾
り

花
の
植
栽
に
も
積
極

的
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。会

長
の
渡
辺
房
江
さ
ん（
伝
法
）
を
は
じ
め

会
員
の
皆
さ
ん
は
、「
地
域
で
の
活
動
の
ほ
か
、

幼
稚
園
児
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
種

ま
き
か
ら
花
壇
づ
く
り
ま
で
を
行
っ
た
り
、

中
学
生
の
花
壇
づ
く
り
に
協
力
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
花
を
種
か
ら
育
て
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
優
し
い
心
も
育
て
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
、
花
壇

づ
く
り
を
通
し
て
地
域

の
環
境
づ
く
り
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

富士信用金庫本店の皆さん

富士市花の会の皆さん

幼稚園での種まき・花壇
づくり

青葉通りを丁寧に清掃
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富
士
市
民
憲
章
は
、
世
界
に
誇
る
美
し
い
富
士

山
の
ふ
も
と
に
住
む
私
た
ち
が
、「
朝
に
夕
に
仰
ぎ

見
る
富
士
の
姿
に
学
び
、
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く

っ
て
い
く
た
め
の
指
針
」
と
し
て
、
多
く
の
市
民

が
参
加
し
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
憲
章
の
制
定
と
同
時
に
発
足
し
た

「
富
士
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
」
で
は
、
市
民
憲
章

の
普
及
・
実
践
の
推
進
役
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

会
合
で
の
市
民
憲
章
唱
和
を
推
奨
す
る
ほ
か
、
小

学
校
一
年
生
を
対
象
に
、
市
民
憲
章
文
入
り
の
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
贈
る
な
ど
の
普
及
活
動
を
進
め
、

市
民
憲
章
は
、
こ
の
二
十
年
間
で
着
実
に
市
民
の

皆
さ
ん
に
根
づ
い
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
し
は
、
次
の
よ

う
な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、
市
民
憲
章
に
関

す
る
「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

●
市
民
憲
章
制
定
二
十
周
年
記
念
大
会

●
記
念
誌
の
発
行
　
な
ど

富
士
市
民
憲
章
は
、
前
文
で
全
体
の
理
念
を
う

た
い
、
条
文
に
は

①
福
祉
・
助
け
合
い

②
自
然
保
護
・
環
境
美
化

③
教
育
文
化

④
勤
労
・
家
庭
健
康

⑤
公
徳
心
、
平
和
安
全

と
い
う
、
市
民
と
し
て
の
あ
る
べ
き
行
動
目
標
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
市
民
憲
章
が
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
場
で

実
践
に
結
び
つ
く
よ
う
に
、
五
つ
の
条
文
の
中
か

ら
毎
月
一
つ
を
「
月
間
重
点
項
目
」
と
し
て
掲
げ
、

さ
ら
な
る
普
及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
「
月
間
重
点
項
目
」
に
つ
い
て
は
、
前
月
の
広

報
ふ
じ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。



青
島
町
に
本
店
を

置
く
富
士
信
用
金
庫

で
は
、
市
内
外
の
二

十
三
店
舗
に
お
い
て
、

毎
朝
店
舗
周
辺
の
清

掃
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
富
士
川
河
川
敷

な
ど
の
清
掃
活
動
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

本
店
長
の
遠
藤
芳

幸
さ
ん
（
浅
間
上
町
）

は
、「
何
か
地
元
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
店
舗
周
辺
の
清
掃
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
清
掃
を
通
し
て
、
近
所
の
方
や
、

通
勤
・
通
学
途
中
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

以
前
か
ら
当
金
庫
の
野
球
部
な
ど
が
富
士
市

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
十
二
年
か
ら
、
職
員
組
合
が
主

体
と
な
り
、
年
一
回
の
本
格
的
な
清
掃
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
清
掃
活
動
を
通
し
て
地
元

へ
の
奉
仕
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

＜6月の重点項目＞

「富士山のように　美しく　自然を愛し　きれいな環境をつくります」
6月は環境月間です。雄大な富士山ろくのかけがえのない自然環境を守り、
緑豊かで清潔な住みよいまちづくりを進めましょう。

地
域
環
境
の
美
化
・
緑
化
に
携
わ
り
、「
富
士
市
民
憲
章

実
践
者
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
二
団
体
を
取
材
し
ま
し
た
。

富
士
市
花
の
会
は
、

昭
和
四
十
二
年
に
発

足
。
以
来
、
花
づ
く

り
を
通
し
て
、
緑
と

花
の
あ
る
、
明
る
く

平
和
で
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
と
し
は

国
体
開
催
の
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
会
の

皆
さ
ん
は
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
や
飾
り

花
の
植
栽
に
も
積
極

的
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。会

長
の
渡
辺
房
江
さ
ん（
伝
法
）
を
は
じ
め

会
員
の
皆
さ
ん
は
、「
地
域
で
の
活
動
の
ほ
か
、

幼
稚
園
児
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
種

ま
き
か
ら
花
壇
づ
く
り
ま
で
を
行
っ
た
り
、

中
学
生
の
花
壇
づ
く
り
に
協
力
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
花
を
種
か
ら
育
て
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
優
し
い
心
も
育
て
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
、
花
壇

づ
く
り
を
通
し
て
地
域

の
環
境
づ
く
り
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

富士信用金庫本店の皆さん

富士市花の会の皆さん

幼稚園での種まき・花壇
づくり

青葉通りを丁寧に清掃

田子浦海岸の清掃活動

（ 3 ） （ 2 ）

問
い
合
わ
せ

総
　
務
　
課
　
1
五
五
ー
二
七
〇
五

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

産業文化都市としての富士市にふさわしく、富士山によって象徴され

る、伸びゆく富士市の豊かなまちづくりを目指す「富士市民憲章」。

昭和58年11月1日に制定された富士市民憲章は、ことしで20周年を迎

えます。

富
士
市
民
憲
章
は
、
世
界
に
誇
る
美
し
い
富
士

山
の
ふ
も
と
に
住
む
私
た
ち
が
、「
朝
に
夕
に
仰
ぎ

見
る
富
士
の
姿
に
学
び
、
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く

っ
て
い
く
た
め
の
指
針
」
と
し
て
、
多
く
の
市
民

が
参
加
し
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
憲
章
の
制
定
と
同
時
に
発
足
し
た

「
富
士
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
」
で
は
、
市
民
憲
章

の
普
及
・
実
践
の
推
進
役
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

会
合
で
の
市
民
憲
章
唱
和
を
推
奨
す
る
ほ
か
、
小

学
校
一
年
生
を
対
象
に
、
市
民
憲
章
文
入
り
の
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
贈
る
な
ど
の
普
及
活
動
を
進
め
、

市
民
憲
章
は
、
こ
の
二
十
年
間
で
着
実
に
市
民
の

皆
さ
ん
に
根
づ
い
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
し
は
、
次
の
よ

う
な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、
市
民
憲
章
に
関

す
る
「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

●
市
民
憲
章
制
定
二
十
周
年
記
念
大
会

●
記
念
誌
の
発
行
　
な
ど

富
士
市
民
憲
章
は
、
前
文
で
全
体
の
理
念
を
う

た
い
、
条
文
に
は

①
福
祉
・
助
け
合
い

②
自
然
保
護
・
環
境
美
化

③
教
育
文
化

④
勤
労
・
家
庭
健
康

⑤
公
徳
心
、
平
和
安
全

と
い
う
、
市
民
と
し
て
の
あ
る
べ
き
行
動
目
標
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
市
民
憲
章
が
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
場
で

実
践
に
結
び
つ
く
よ
う
に
、
五
つ
の
条
文
の
中
か

ら
毎
月
一
つ
を
「
月
間
重
点
項
目
」
と
し
て
掲
げ
、

さ
ら
な
る
普
及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
「
月
間
重
点
項
目
」
に
つ
い
て
は
、
前
月
の
広

報
ふ
じ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。


